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雨あがりの宮川沿いの紅葉（平成19年11月28日）

年
の
瀬
を
迎
え
て

今
秋
の
紅
葉
は
多
少
遅
れ
ま
し
た
が
、
十
一
月
二
十
三
日
の
新
嘗
祭
の

頃
よ
り
見
頃
と
な
り
ま
し
た
。
葉
の
色
づ
き
が
日
毎
に
変
わ
る
様
を
、
今

年
ほ
ど
感
じ
た
年
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
こ
の
時
期
に
は
稀
な

雨
が
降
り
ま
し
た
の
で
、
い
つ
も
の
紅
葉
と
は
違
っ
た
楽
し
み
方
が
出
来

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
宮
川
の
紅
葉
が
赤
色
で
は
な
く
黄
色
に
染
ま
っ

た
景
色
が
短
い
期
間
で
し
た
が
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
数

年
に
一
度
あ
る
か
な
い
か
の
こ
と
で
し
た
。

毎
年
六
月
に
斎
行
さ
れ
ま
す
神
饌
田
の
御
田
植
祭
で
す
が
、
本
年
は
森

町
教
育
委
員
会
主
催
の
「
民
俗
芸
能
・
民
俗
行
事
公
開
大
会
」
と
し
て
も

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
町
関
係
者
や
旭
が
丘
中
学
校
の
皆
様
に
ご
協

力
戴
き
ま
し
た
こ
と
に
改
め
ま
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
明

年
以
降
も
民
俗
行
事
の
体
験
及
び
継
承
に
深
い
ご
理
解
を
戴
き
ま
す
よ
う

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
御
鎮
座
千
四
百
五
十
年
記
念
事
業
で
す
が
、
第
二
期
の
「
社
務

所
の
増
築
工
事
」
が
完
工
い
た
し
ま
し
た
。
舞
殿
及
び
舞
楽
舎
の
桧
皮
葺

の
屋
根
替
え
と
欄
干
等
の
修
復
、
参
集
殿
の
改
築
に
引
き
続
い
て
の
事
業

で
あ
り
ま
し
た
が
、
予
定
通
り
に
工
事
は
経
過
し
無
事
終
了
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
こ
の
竣
工
に
よ
り
新
社
務
所
に
て
初
め
て
の
お
正
月
を
迎

え
る
こ
と
が
出
来
ま
す
の
で
、
今
ま
で
以
上
に
利
便
性
を
高
め
る
べ
く
熟

考
の
上
使
用
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
氏
子
・
崇
敬
者
の
皆
様
方
に

は
心
温
ま
る
御
奉
賛
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
重
ね
て
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
来
年
か
ら
は
最
終
事
業
に
取
り
か
か
り
ま
す
が
、
今
後
も
引
き

続
き
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

師
走
の
初
旬
に
は
今
年
も
神
宮
参
拝
団
旅
行
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年

森
町
か
ら
は
二
百
名
弱
の
参
加
者
が
あ
り
ま
す
。
平
成
二
十
五
年
の
秋
に
斎

行
さ
れ
る
「
第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷
宮
」
に
向
け
更
に
気
運
を
高
め
て
参

り
ま
す
。
今
年
も
早
い
も
の
で
余
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
年
の
干
支
は
「
戌
子
」（
つ
ち
の
え
ね
）
で
す
が
、
子
年
は
当
社

に
と
っ
て
縁
年
と
な
り
ま
す
。
氏
子
・
崇
敬
者
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

良
い
新
年
を
お
迎
え
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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御
鎮
座
千
四
百
五
十
年
記
念
事
業
の
第
二

期
と
し
て
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
「
社
務
所

の
増
築
工
事
」
が
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
無
事

に
竣
工
い
た
し
ま
し
た
。
建
設
地
の
整
備
、

手
水
舎
の
移
転
を
終
え
、
昨
年
十
一
月
に
地

鎮
祭
を
斎
行
し
基
礎
部
分
に
着
工
、
本
年
三

月
に
上
棟
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
工
事

は
順
調
に
進
捗
い
た
し
、
去
る
十
月
九
日
に

募
財
委
員
会
の
皆
様
に
ご
参
列
を
戴
き
、
竣

工
奉
告
祭
を
斎
行
し
清
め
祓
い
を
執
り
行
い

ま
し
た
。
昨
年
八
月
に
改
築
部
分
が
完
工
し

事
務
機
能
が
移
転
し
た
の
に
続
き
、
こ
の
完

成
に
よ
り
ま
し
て
社
務
所
機
能
は
完
全
に
移

転
と
な
り
ま
す
。
新
社
務
所
で
は
正
式
参

拝
・
結
婚
式
の
控
室
と
し
て
の
対
応
及
び
各

種
会
合
の
開
催
等
、
多
岐
に
わ
た
り
活
用
し

て
い
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。
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正面玄関（参道側）

西側

社
務
所
増
築
工
事
の
竣
工

南側

応接室 和室

社務所から参集殿への連絡通路 会議室



年
間
を
通
し
篤
志
に
よ
り
貴
重
な
物
品
等

を
ご
奉
納
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
、
新
嘗

祭
に
お
い
て
感
謝
状
及
び
記
念
品
の
贈
呈
を

い
た
し
ま
し
た
。

本
年
は
神
饌
米
の
ほ
か
社
務
所
増
改
築
完

工
に
伴
い
、
神
道
政
治
連
盟
の
宮
崎
義
敬
会

長
よ
り
萩
焼
の
焼
物
、
書
家
の
杭
迫
柏
樹
様

よ
り
書
一
幅
、
ま
た
施
工
に
携
わ
っ
た
三
社

よ
り
Ｄ
Ｖ
Ｄ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
ご
奉
納
賜
り
ま

し
た
。

こ
こ
に
ご
芳
名
を
記
載
し
、
改
め
ま
し
て

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

萩
焼
焼
物

宮
崎
　
義
敬
（
山
口
県
）

書
一
幅

杭
迫
　
柏
樹
（
京
都
府
）

Ｄ
Ｖ
Ｄ
レ
コ
ー
ダ
ー

㈲
大
寶
建
設
（
円
　
田
）

㈲
政
和
電
気
（
森
　
町
）

㈲
富
士
鉄
工
（
円
　
田
）

神
饌
米

松
尾
　
　
要
（
一
　
宮
）

神
饌
米

鈴
木
　
照
男
（
円
　
田
）

神
饌
米

永
田
　
佐
吉
（
一
　
宮
）

神
饌
米

永
田
　
光
司
（
草
ヶ
谷
）

神
饌
米

萩
原
　
幸
男
（
一
　
宮
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

事
待
池
の
竹
生
島
に
鎮
座
し
ま
す
宗
像
社

の
修
復
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

現
社
殿
は
、
昭
和
三
十
二
年
に
改
築
工
事

を
い
た
し
て
よ
り
五
十
年
の
長
き
に
亘
り
、

雨
風
等
に
さ
ら
さ
れ
各
所
に
傷
み
が
生
じ
た

た
め
、
基
礎
の
改
修
・
木
部
の
取
り
替
え
・

社
殿
の
塗
り
替
え
等
の
工
事
を
い
た
し
ま
し

た
。着

工
に
あ
た
り
古
儀
に
倣
い
仮
殿
遷
座
祭

を
十
月
一
日
に
斎
行
し
、
竣
工
に
至
っ
て
は

十
月
二
十
一
日
に
正
遷
座
祭
の
斎
行
を
以
っ

て
修
復
工
事
を
完
工
い
た
し
ま
し
た
。

社
殿
に
塗
ら
れ
た
ベ
ン
ガ
ラ
（
紅
殻
）
の

鉄
さ
び
色
も
、
年
月
と
と
も
に
朱
に
色
を
変

え
て
い
く
そ
う
で
す
。
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境
内
の
紅
葉
が
色
付
い
た
十
一
月
二
十
三

日
、
新
嘗
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
ご
神
前
に
は
氏

子
の
皆
様
よ
り
ご
奉
納
い
た
だ
き
ま
し
た
農
産

物
を
お
供
え
し
て
、
大
神
様
に
本
年
の
豊
穣
を

ご
奉
告
し
感
謝
申
し
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
舞
殿
横
で
は
当
社
振
興
会
の
主
催
に

よ
り
ま
す
恒
例
の
奉
納
農
産
物
品
評
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

五
十
一
回
目
を
迎
え
る
本
年
は
、
三
七
一
点

も
の
出
品
を
い
た
だ
き
、
新
嘗
祭
斎
行
後
の
即

売
会
も
大
盛
況
の
う
ち
に
完
売
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

こ
こ
に
受
賞
さ
れ
た
方
々
を
ご
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
協
力
賞
〉第

一
位
　
　
　
牛
　
飼
　
部
農
会

第
二
位
　
　
　
上
川
原
　
部
農
会

第
三
位
　
　
　
中
川
上
　
部
農
会

第
四
位
　
　
　
円
田
上
　
部
農
会

第
五
位
　
　
　
宮
代
西
　
部
農
会

〈
小
國
神
社
賞
〉

米

円
田
上
　
鈴
木
　
紀
雄

白
菜

宮
代
東
　
大
場
　
正
一

大
根

中
川
上
　
伊
藤
　
　
誠

生
姜

宮
代
東
　

木
　
千
秋

治
郎
柿

円
田
下
　
北
島
　
恵
介

〈
遠
州
中
央
農
業
協
同
組
合
代
表
理
事
長
賞
〉

米

上
川
原
　
野
口
　
富
彦

大
根

宮
代
東
　
大
場
　
正
一

レ
タ
ス

谷
　
中
　
岩
満
　
武
志

里
芋

大
久
保
　
栗
田
　
　
操

治
郎
柿

谷
　
中
　
朝
比
奈
弘
子

〈
小
國
神
社
振
興
会
賞
〉

米

中
川
上
　
鈴
木
　
定
男

白
菜

赤
　
根
　
筒
井
　
丑
丸

大
か
ぶ

牛
　
飼
　
村
松
伊
佐
雄

生
姜

宮
代
西
　
角
ヶ
谷
武
治

メ
ロ
ン

米
　
倉
　
平
田
　
秀
幸

〈
特
等
賞
〉
米

宮
代
西
　
鈴
村
　
　
功

薩
摩
芋

谷
　
崎
　
萩
原
　
幸
男

馬
鈴
薯

中
川
上
　
伊
藤
　
　
誠

豆

中
川
上
　
岩
瀬
　
俊
夫

キ
ウ
イ

中
川
下
　
山
本
　
啓
仁

〈
特
別
賞
〉
十
六
点
出
品

牛
　
飼
　
村
松
伊
佐
雄

（
敬
称
略
）

奉納農産物の販売

新
嘗
祭
の
斎
行
・

奉
納
農
産
物
品
評
会
の
表
彰

奉納の森町特産「治郎柿」

篤
志
奉
納
者
に
感
謝
状
の
贈
呈萩焼の焼き物

宗
像
社
の
修
復

宗　像　社



本
年
の
紅
葉
は
暖
冬
に
よ
り
例
年
に
比
べ

一
週
間
ほ
ど
遅
れ
ま
し
た
が
、
宮
川
の
上
流

部
よ
り
赤
・
黄
・
オ
レ
ン
ジ
と
色
鮮
や
か
に

染
ま
り
十
二
月
上
旬
ま
で
楽
し
め
ま
し
た
。

十
一
月
二
十
五
日
、
見
頃
を
迎
え
た
境
内
に

お
い
て
恒
例
の
紅
葉
ま
つ
り
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
早
朝
よ
り
多
く

の
参
拝
者
が
訪
れ
る
中
、
舞
殿
に
お
き
ま
し

て
琴
の
奉
納
演
奏
、
旧
社
務
所
斎
館
や
宮
川

沿
い
で
は
野
点
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
参
拝
者
休
憩
所
で
は
甘
酒
を
お
楽
し

み
い
た
だ
き
、
門
前
に
お
い
て
は
森
町
茶
商

組
合
に
よ
る
お
茶
の
接
待
・
販
売
が
な
さ
れ
、

宮
川
沿
い
の
メ
イ
ン
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
赤
い

太
鼓
橋
附
近
で
は
当
社
敬
神
婦
人
会
に
よ
る

お
し
る
こ
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
参
拝
者

に
好
評
の
「
森
の
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
」
ま
た
、

大
き
な
シ
ャ
モ
ジ
が
目
印
の
「
一
宮
米
店
」

の
出
店
が
あ
り
終
日
賑
わ
い
ま
し
た
。

境
内
を
彩
る
紅
葉
は
ま
ぶ
し
い
く
ら
い
に

輝
き
、
様
々
な
風
景
は
秋
の
深
ま
り
を
感
じ

さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
夜
間
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
は
、
美
し
さ
の
中
に
も
荘
厳
な
趣
が
あ
り

ま
し
た
。
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紅
葉
ま
つ
り
の
開
催

お琴の奉納演奏（望月社中）

紅葉まつりの野点（山下社中）



九
月
五
日
よ
り
七
日
に
わ
た
り
総
代
会
の
研

修
旅
行
が
近
畿
地
方
に
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
は
、
和
歌
山
へ
向
か
い
ま
し
た
。
残

暑
厳
し
い
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
ず
急

勾
配
の
階
段
を
上
っ
た
先
に
あ
る
紀
三
井
寺

を
拝
観
し
、
次
い
で
林
業
の
信
仰
の
篤
い
伊

太
祁
曽
神
社
に
て
正
式
参
拝
を
行
い
、
新
和

歌
の
浦
に
宿
泊
い
た
し
ま
し
た
。
翌
日
は
、

大
阪
の
四
天
王
寺
を
拝
観
し
、
な
ん
ば
グ
ラ

ン
ド
花
月
に
て
演
芸
を
堪
能
し
た
後
、
初
え

び
す
で
有
名
な
西
宮
神
社
を
参
拝
い
た
し
ま

し
た
。
最
終
日
は
、
宿
泊
し
た
有
馬
よ
り
淡

路
島
へ
渡
り
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被
害
が

未
だ
見
受
け
ら
れ
る
伊
弉
諾
神
宮
に
て
正
式

参
拝
を
行
い
、
国
生
み
神
話
を
も
つ
お
の
こ

ろ
神
社
を
参
拝
し
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

今
年
度
で
現
総
代
の
皆
様
の
任
期
が
満
了

と
な
り
ま
す
が
、
有
意
義
な
思
い
出
と
な
り

よ
り
親
睦
も
深
め
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
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総
代
会
研
修
旅
行
の
実
施

伊太祁曽神社正式参拝（9月5日）

拝殿前にての記念撮影の様子

七
五
三
詣
り
の
風
景

森町菊盛会による菊花展

菊
花
展
の
開
催

白
坂
　
千
恵

内
村
　
　
蓮

八
木
　
穂
香

安
藤
　
樹
里

山
本
　
海
吏

竹
中
　
奏
良

白
岩
　
凛
華

鈴
木
　
一
聖

山
下
　
怜
奈

山
田
　
華
子

戸
田
帆
乃
香

菅
沼
雄
之
輔

川
上
　
綾
斗

藤
原
　
陽
翔

小
澤
　
倭
和

藁
科
　
琉
嬉

望
月
　
倖
希

鈴
木
　
庵
里

金
子
　
　
愛

鈴
木
　
悠
真

山
下
　
恵
実

大
久
保
陽
向

大
石
　
聖
也

山
口
　
優
結

赤
堀
　
綾
音

鈴
木
　
捺
心

吉
筋
　
泰
千

柏
原
　
夢
生

松
島
　
天
鞠

大
場
梨
緒
菜

鈴
木
　
聖
哉

鈴
木
　
湖
蘭

鈴
木
　
悠
睦

寺
田
　
百
花

村
松
　
　
優

曽
根
　
泰
地

井
村
柚
乃
亜

鈴
木
　
海
音

鳥
羽
　
晃
生

加
茂
　
勇
伊

石
川
　
美
月

鈴
木
　
心
乃

大
石
　
黄
史

田
島
　
健
太

鈴
木
　
瑛
帆

永
澤
　
侑
奈

朽
木
　
文
哉

松
井
虎
太
郎

長
谷
川
悠
人

深
尾
　
航
大

渥
美
　
智
葵

堤
　
　
陽
詩

浜
松
市

浜
松
市

袋
井
市

愛
知
県

袋
井
市

浜
松
市

菊
川
市

磐
田
市

掛
川
市

菊
川
市

森
　
町

浜
松
市

袋
井
市

森
　
町

静
岡
市

島
田
市

森
　
町

浜
松
市

ベ
ル
ギ
ー

掛
川
市

磐
田
市

袋
井
市

御
前
崎
市

菊
川
市

菊
川
市

磐
田
市

森
　
町

東
京
都

磐
田
市

袋
井
市

袋
井
市

掛
川
市

浜
松
市

磐
田
市

浜
松
市

森
　
町

磐
田
市

菊
川
市

袋
井
市

浜
松
市

袋
井
市

森
　
町

吉
田
町

菊
川
市

浜
松
市

森
　
町

森
　
町

東
京
都

森
　
町

掛
川
市

浜
松
市

浜
松
市

平
成
十
九
年
六
月
一
日
〜平成

十
九
年
十
一
月
三
十
日

佐
藤
　
康
晴

村
松
　
侑
磨

瀧
　
　
将
眞

萩
原
　
吏
来

高
森
　
雄
大

山
岡
　
奏
斗

早
馬
　
　
幸

杉
山
侑
津
季

谷
口
　
茉
央

清
水
　
里
紗

山

梨
瑚

荒
木
ひ
ろ
の

長
尾
　
優
衣

安
西
　
陽
由

松
井
　
唯
人

鈴
木
　
瑞
葉

磐
田
市

磐
田
市

菊
川
市

掛
川
市

袋
井
市

浜
松
市

御
前
崎
市

袋
井
市

袋
井
市

袋
井
市

磐
田
市

静
岡
市

袋
井
市

袋
井
市

菊
川
市

御
前
崎
市

伊勢神宮参拝団周智支部（森町分会）

○
当
社
で
は
、
お
子
様
の
命
名

を
申
し
受
け
て
お
り
ま
す
。
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人
生
の
節
目
に
当
た
る
厄
年
は
、
健
康
、

仕
事
、
私
生
活
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で
儺
に
あ

い
や
す
い
年
頃
と
い
わ
れ
、
無
事
を
願
う
気

持
ち
は
今
も
昔
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

小
國
神
社
で
は
一
月
二
十
日
よ
り
二
月
三

日
ま
で
厄
除
大
祭
を
執
り
行
い
ま
す
。
特
に

平
成
二
十
年
の
厄
年
に
当
た
る
方
は
、「
厄
除
」

の
ご
祈
祷
を
お
受
け
に
な
り
、
健
や
か
な

日
々
の
生
活
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

尚
、
二
月
三
日
は
混
雑
い
た
し
ま
す
の
で

お
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案

内
申
し
上
げ
ま
す
。

〇
祈
祷
料
　
五
、
〇
〇
〇
円
よ
り

〇
厄
除
大
祭
神
札
及
び
御
守
を
授
与
い
た
し
ま
す
。

〇
祈
祷
受
付
　
午
前
九
時
〜
午
後
四
時

平
成
二
十
年
の
新
春
団
体
祈
祷
を
例
年
通

り
ご
奉
仕
い
た
し
ま
す
。

当
日
の
受
付
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
年
内
の
予
約
受
付
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

尚
、
個
人
の
ご
祈
祷
は
当
日
受
付
に
て
毎

日
ご
奉
仕
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

ご
家
族
お
揃
い
で
ご
参
拝
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

一
、
予
約
対
象
　
会
社
及
び
個
人
事
業
者

一
、
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
等

に
て
申
し
受
け
ま
す
。

一
、
ご
相
談
、
ご
不
明
の
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

小
國
神
社
　
新
春
祈
祷
予
約
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
五
三
八
ー
八
九
ー
七
三
〇
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
五
三
八
ー
八
九
ー
七
三
六
七

どんど焼祭（平成20年は1月20日（日）に斎行）

御弓始祭（平成20年1月17日（木）午前10時斎行）

男
　
　
　
性 

女
　
　
　
性 

前　厄 本　厄 後　厄 
昭和24年 昭和23年 昭和22年 

　　60才 　　61才 　　62才 

昭和43年 昭和42年 昭和41年 

　　41才 　　42才 　　43才 

昭和60年 昭和59年 昭和58年 

　　24才 　　25才 　　26才 

前　厄 本　厄 後　厄 
昭和48年 昭和47年 昭和46年 

　　36才 　　37才 　　38才 

昭和52年 昭和51年 昭和50年 

　　32才 　　33才 　　34才 

平成3年 平成2年 昭和64年 
平成 元 年 

　　18才 　　19才 　　20才 

－平成20年　厄年表－

石蕗
つわぶき

の開花（渥美忠男氏奉納）



十
二
月
三
十
一
日
午
後
三
時
よ
り
師
走

（
年
越
）
の
大
祓
式
を
斎
行
い
た
し
ま
す
。

大
祓
と
は
、
日
々
の
生
活
の
中
で
皆
様
が

気
付
か
ぬ
う
ち
に
、
心
や
体
に
つ
い
た
罪
や

け
が
れ
、
災
厄
や
不
浄
な
も
の
を
身
代
わ
り

と
な
る
人
形

ひ
と
が
た

（
形
代
）
に
移
し
、
清
ら
か
な

姿
に
立
ち
返
る
よ
う
願
い
、
川
に
流
し
て
祓

い
清
め
る
神
事
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

当
日
、
ご
参
列
い
た
だ
け
れ
ば
神
職
と
と

も
に
お
祓
い
を
お
受
け
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、

是
非
と
も
ご
家
族
の
皆
様
お
揃
い
で
お
申
し

込
み
の
上
、
ご
参
列
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご

案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、
大
祓
の
人
形
は
一
ヶ
月
前
よ
り
、
ご

祈
祷
を
お
受
け
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
、

ま
た
は
社
頭
に
て
お
頒
け
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
当
社
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

皆
様
ご
一
緒
に
お
祓
い
を
し
て
、
清
々
し

く
新
た
な
気
持
ち
で
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

小
國
神
社
社
務
所
　
大
祓
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
五
三
八
ー
八
九
ー
七
三
〇
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
五
三
八
ー
八
九
ー
七
三
六
七

事
待
池
は
当
社
の
別
名
「
事
待
神
社
」
に

由
来
す
る
名
称
で
、
参
道
の
中
程
に
あ
り
ま

す
。
池
の
ほ
と
り
に
は
末
社
「
宗
像
社
」
と

「
八
王
子
社
」
が
鎮
座
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

池
に
は
古
い
風
習
が
あ
り
、
当
社
に
願
い
事

を
し
、
そ
の
願
い
が
叶
う
と
返
礼
と
し
て
池

に
鯉
を
奉
納
し
ま
す
。
ま
た
、「
イ
ボ
ト
リ
池
」

と
も
称
し
、
イ
ボ
が
で
き
た
と
き
に
池
の
水

を
つ
け
る
と
イ
ボ
が
と
れ
る
と
い
わ
れ
今
日

で
も
そ
の
効
能
が
説
か
れ
て
い
ま
す
。

池
の
水
は
宮
川
や
清
水
に
よ
っ
て
循
環

さ
れ
き
れ
い
な
水
質
を
保
っ
て
い
ま
す
が
、

池
底
の
枯
れ
枝
な
ど
を
除
去
す
る
た
め
定

期
的
に
振
興
会
青
年
部
に
よ
っ
て
清
掃
が

さ
れ
ま
す
。
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一

日

六

日

十
八
日

十
八
日

十
八
日

二
十
二

日

二
十
三

日

二
十
五

日

三
十
一
日

月
次
祭

本
宮
山
月
次
祭

月
次
祭

滝
宮
社
例
祭

初
穂
献
納
祭

鎮
火
祭

天
長
節
祭

煤
払
祭

大
祓
式
・
除
夜
祭

（
午
前
九
時
）

（
午
前
十
時
）

（
午
前
九
時
）

（
午
前
十
時
）

（
午
前
十
一
時
半
）

（
午
後
三
時
）

（
午
前
九
時
）

（
午
後
一
時
）

（
午
後
三
時
）

一

日

三

日

三

日

六

日

十
一
日

十
五
日

十
五
日

十
八
日

月
次
祭

節
分
祭
世
話
人
祈
祷
祭

節
分
祭

本
宮
山
月
次
祭

紀
元
祭

宗
像
社
・
飯
王
子
社
・
白
山
社
例
祭

塩
井
神
社
例
祭

祈
年
祭

（
午
前
九
時
）

（
午
前
十
一
時
）

（
午
後
二
時
）

（
午
前
十
時
）

（
午
前
十
時
半
）

（
午
前
九
時
）

（
午
前
十
時
）

（
午
前
十
時
）

一

日

一

日

二

日

三

日

三

日

六

日

七

日

七

日

十
一
日

十
四
日

十
七
日

十
七
日

十
八
日

二
十
日

二
十
五
日

二
十
日

初
祈
祷
祭

歳
旦
祭

日
供
始
祭

元
始
祭
・
追
儺
祭

田
遊
祭

本
宮
山
例
祭

昭
和
天
皇
祭
遙
拝
式

神
明
宮
参
拝

手
釿
始
祭

寒
の
丑
日
水
汲
祭

八
王
子
社
例
祭

御
弓
始
祭

月
次
祭

ど
ん
ど
焼
祭

甲
子
祭

〜
二
月
三
日
　
厄
除
大
祭

（
午
前
零
時
）

（
午
前
三
時
）

（
午
前
八
時
）

（
午
前
八
時
）

（
午
後
一
時
）

（
午
前
十
時
）

（
午
前
八
時
）

（
午
前
九
時
）

（
午
前
九
時
）

（
午
前
二
時
）

（
午
前
九
時
）

（
午
前
十
時
）

（
午
前
九
時
）

（
午
前
九
時
半
）

（
午
前
九
時
）

一

日

六

日

十
七
日

十
七
日

十
八
日

二
十
日

二
十
五
日

月
次
祭

本
宮
山
月
次
祭

真
田
城
趾
慰
霊
祭

鉾
執
社
例
祭

月
次
祭

春
季
皇
霊
祭
遙
拝
式

初
甲
子
祭

（
午
前
九
時
）

（
午
前
十
時
）

（
午
前
十
時
半
）

（
午
後
一
時
半
）

（
午
前
九
時
）

（
午
前
九
時
）

（
午
前
九
時
）

十
七
日

十
八
日

十
九
日

二
十
日

二
十
日

前
日
祭

例
祭

舞
楽
奉
奏

舞
楽
奉
奏

神
幸
祭

（
午
前
十
時
）

（
午
前
十
時
）

（
午
後
二
時
）

（
午
前
十
一
時
）

（
午
後
二
時
）

四
　
月

〈
例
祭
日
程
の
お
知
ら
せ
〉

大祓詞の奏上（12月31日）

ー
事
待
池

こ
と
　
ま
ち
　
い
け

ー

事待池
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平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
日

「
玉
垂
」
（
た
ま
だ
れ
）
第
二
十
一
号

題
字
揮
毫

神
社
本
廳
前
総
長
　
工
藤
　
伊
豆

発
　
行
　
小
國
神
社
社
務
所

郵
便
番
号

四
三
七

〇
二
二
六

住
　
所
　
静
岡
県
周
智
郡
森
町
一
宮
三
九
五
六

一

電
話
番
号

〇
五
三
八
（
八
九
）
七
三
〇
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
五
三
八
（
八
九
）
七
三
六
七

印
　
刷
　
㈲
デ
ザ
イ
ン
オ
フ

ス
　
エ
ム
・
エ
ス
・
シ

編
　
　
集
　
　
後
　
　
記

表
紙
写
真
に
つ
い
て

平
成
十
九
年
十
一
月
二
十
八
日
（
水
）
午
後
一
時
三

十
分
に
宮
川
沿
の
紅
葉
を
撮
影
い
た
し
ま
し
た

朝
か

ら
小
雨
が
降

て
お
り
ま
し
た
が
昼
頃
に
は
あ
が
り

紅
葉
の
時
期
に
は
稀
な
静
け
さ
の
中
で
の
撮
影
で
し
た

十
一
月
二
十
六
日
頃
よ
り
の
紅
葉
の
色
付
き
の
変
わ
り

方
は

近
年
で
は
一
番
早
く
進
ん
だ
と
思
わ
れ
ま
す

○
『
玉
垂
』
二
十
一
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す

社
務

所
増
築
工
事
竣
工
の
ご
報
告
を
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た

新
し
い
建
物
を
有
効
に
使
う
た
め
に

様
々
な
試
み

を
し
確
実
な
成
果
を
あ
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

○
当
社
敬
神
婦
人
会
の
活
動
で
あ
り
ま
す
「
お
汁
粉
の

お
も
て
な
し
」
も
今
年
で
四
回
目
と
な
り
ま
し
た

材
料
の
小
豆
の
種
を
蒔
い
て
育
て
収
穫
す
る
等

長

期
計
画
で
の
ご
奉
仕
と
な
り
ま
す

ま
た

味
付
け

に
も
会
員
の
こ
だ
わ
り
が
あ

た
よ
う
で
す

○
例
年
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
は
本
年
実
施
よ
り
明
年
五

月
中
旬
が
応
募
締
切
と
な
り

七
月
上
旬
に
森
町
文

化
会
館
に
て
写
真
展
を
開
催
い
た
し
ま
す

多
数
の

力
作
を
お
ま
ち
し
て
お
り
ま
す

ファッションデザイナー・小川彰子さんご参拝（11月3日）

振
興
会
の
活
動

奉納農産物即売の精算（11月23日）

参拝者へお汁粉のおもてなし（11月25日）

敬
神
婦
人
会
の
活
動

県市町村対抗駅伝競走大会出場の
森町代表団が必勝祈願（11月25日） 皇學館大学神道学会正式参拝（10月27日）新社務所横の南天（12月15日）

神明社屋台・20周年記念


